
令和 7 年度図書館そだて会議（湯原図書館） 議事録 

 

日時：令和 7 年 10 月 29 日（火） 

14 時～16 時 

  一般参加者：3 名、中央図書館：2 名、湯原図書館 3 名 

 

 

1. 開会(館長)…長須課長あいさつ 

 

 

2. 参加者自己紹介（名前・所属役職・（秋のおいしいものといえば）一言） 

・参加者：I ターンで真庭へ。 

・参加者：蒜山と湯原の中間に住んでいる。熟柿。 

・岡山県立図書館職員：真庭市担当。職場近くのケーキ屋さんのマロンケーキ。 

・中央図書館職員：さつま芋ご飯。 

・中央図書館職員：牡蠣、きのこ。 

・湯原図書館長：さつまいも、ぶどう、きのこ etc。 

・湯原振興局図書担当：イチジク 

・湯原図書館司書：おこわ 

 

3. 今年度の湯原図書館の取り組みついて…図書館から報告、意見交換 

【資料】R7 年度 湯原図書館行事一覧、今年度の振り返り 

・あそびばぽかぽか、おはなしはじまるよ、出張カフェでの関連本展示は継続中。 

・もちより図書館・七夕（一般・こども園）・はんざきしおりつり・夏の上映会・ご縁ガチャについて資料で説明。 

・今年は山中一揆の歴史講座での関連本展示も実施している。 

・今年度は視察や見学も多数あり。 

・年内に生涯学習講座を計画中（クリスマスクラフト関連） 

 

（参加者より） 

・蒜山の人はあまり映画を見ない。 

・昔の湯原には劇場があった。今は湯原で映画が見られるのか？と思っている人が多いと思う。参加人数

が少なくても続けるべき。→大人向け上映会をしたらどうだろうか？ 

・若い人と同居している人が少なく、気軽に出かけることができない人が多い。 

・今後は人の動きとして、真庭市北部では湯原が中心になるのではないだろうか。 

・図書館の働きに住民がついていけていない感じがする。 

・イベントなどで人が集まらなくても、図書館で「なにかやっているよ」というアピールが大事だと思う。 

  



4. 来年度の湯原図書館の取り組みについて…意見交換、アイデア出し 

【資料】湯原図書館 イベント案 

・食べ物系のイベントが良い。美味しいイベントを！ 

・真庭市の北部同士、蒜山図書館とコラボしてみるのはどうだろうか？ 

・中央図書館でもやっていた図書館に泊まるイベント。 

・二川マンガ館とコラボ。 

・湯原は湯原ダムのおかげで水温が一定なこともあり、フライフィッシングの聖地になっている。今後釣り人も

増えていくのではないだろうか。図書館前に釣り人専用のコテージがもうすぐ完成する。そこで図書館と何

かコラボできたら。 

・県立図書館のイベントは、定例行事として主に上映会、公演会、相談会などを開催している。ほかにも、

イベント時にはアンケートを実施し、やってほしいイベント案を募集したり、他館のイベントを参考にしたりし

ている。 

・高校のオリエンテーションで、自分の生まれ年の新聞を読んでみる、というワークをやった。写真などで昔を

振り返るイベントも良いかもしれない。県立図書館でも協力できるところはさせていただきたい。 

・他館のイベントを湯原でもできるようにアレンジして、ちょっとずつでもイベント案を実現したい。 

・昔あそびの教えてみたい（おてだま、おはじき、ゴム弾など）シリーズでやってみてはどうか。 

・ぽかぽかに来てもらって懐かしいあそび、唱歌、なわとびなどやってみてはどうか。 

 

5. 「真庭市図書館みらい計画」について 

・「真庭市図書館みらい計画」改定に伴う概要説明（みらい計画の改定について上杉さんから説明） 

[柱 2：子どもが育つ場所になる] 

・今年の夏は猛暑だったこともあり、子どもたちが外で遊ぶことができず、振興局の交流スペースで遊んでい

たことがあった。今後の気候にもよるだろうが、こどもたちが安心して遊べる場所をつくってあげないといけない

と思う。 

・一方で子どもが危ないことをしていても注意しにくい。親もあまり注意していない様子。 

・今の子ども達に昔遊びを教えたい。地域規模でやると偏ってしまう気がする。 

→あそびばぽかぽかでやってみるのはどうか？ 

 

・「図書館そだて会議」の名称について 

そだて会議の新たな名称については随時募集中なので、何か良い案があればぜひ教えてほしい。 

 

6. その他  

・県立の本を入れ替えた。来年度も県立図書館からの長期一括貸出サービスを申込予定。 

・12 月には市内の本の入れ替えも行っていく。 

 

7. 閉会    

以上 


